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1. はじめに 

近年VR技術の目覚ましい発達により災害を想定

した避難訓練での VR の利用が期待されている．仮

想空間内で行う避難訓練は実際の避難訓練と比較

して，大きな空間を必要とせず機材を準備すればい

つでも訓練が可能であるという点において利点が

ある．一方，仮想空間内での避難訓練が実際のもの

と同様に利用者に緊迫感や現実感を感じさせるこ

とが望ましい．目黒ら[1]は実際の迷路を用いた実験

と VR による仮想迷路を用いた実験を行い VR を用

いた訓練の効果を評価した．本研究では VR を用い

た避難訓練を行いアンケートの結果から有用性を

評価する． 

2. 仮想空間と福岡工大 C 棟 

Unity を用いて仮想空間内に福岡工大 C 棟 1 階か

ら８階を構築した．図１は C 棟１階の映像である．

本空間内で避難訓練を体験する際，利用者は HTC-

VIVE の HMD を装着し，コントローラーにより頭

部の向きに進むことができる．移動速度は一定であ

り，視点の高さは 1.7m に固定している．階段部に

進むと対応する階へ昇降することができる． 

 

3. 実験 

本実験の目的は地震や火災など災害時の避難訓

練での利用を想定し，仮想世界内に構築した福岡工

大 C 棟を用いた避難訓練の有用性を明らかにする

ことである．20～22 歳の学生 10 名（男性 10 名）

を被験者とし，以下の手順で実験を行った． 

１．HMD を装着し練習用の仮想空間を自由に探

索し，操作方法に慣れてもらう． 

２．実験用の仮想建物モデルである福岡工大 C

棟 6 階の石原研究室へ移動する． 

３．被験者に「研究室で電気系統のトラブルによ

り炎が上がるので避難行動をとってくださ

い」と説明し 1 階の出入り口まで避難訓練の

体験をしてもらう． 

４．避難訓練の経験とシステムの性能に関する 5

段階評価のアンケートに回答してもらう． 

 

4. 結果と評価 

アンケート結果を図２に示す．Wilcoxon の符号付

順位検定より，緊迫感(質問１，２，３)，現実感(質

問４，５，６)，VR 酔い(質問７，８)，没入感(質問

９，１０，１１)において一部に有意な結果（*:<0.05，

**:<0.01）が確認できた． 

 

図２ アンケート結果 

 

5. まとめ 

本研究では避難訓練システムの試作とその評価

を行った．評価の結果より現実感や緊迫感を与える

ことは出来たが，テクスチャに対して違和感を感じ

ている人が多かった．今後の課題としてテクスチャ

の現実感を向上させより現実に近い避難訓練シス

テムとして利用できると考えられる． 
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11，自分がそこにいるかのように感じましたか

10，仮想空間内の物体が目の前にあるように感じましたか

9，テクスチャに違和感を感じましたか

8，実験の過程で気分が悪くなりましたか

7，自分がどの方向を向いているかわからなくなりましたか

6，自分の足で歩き回っているように感じましたか

5，実際のC棟のように感じられましたか

4，視点の高さに違和感はありましたか

3，目の前に炎が迫っているように感じましたか

2，炎に対して恐怖感を感じましたか

1，災害にあったような緊張感を感じましたか

図１ 避難訓練体験に用いた福岡工大 C 棟     


